
施設長  様                              福臨技精発平 23 第 11 号 

                                       平成 23 年 10 月 28 日  

                                  （社）福島県臨床衛生検査技師会 

                                         会 長 大花 昇 

                                           （公印省略） 

      平成 23 年度 第 19 回福島県臨床検査精度管理（コントロール・サーベイ） 

            調査事業報告会並びに学術講演会のお知らせ 

      

謹啓、秋冷の候、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

   さて、この度､(社)福島県臨床衛生検査技師会精度管理事業部では福島県・(社)福島県医師会・(社) 

福島県病院協会のご後援のもとに実施されました、第 19 回福島県臨床検査精度管理事業報告会並 

びに学術部より学術講演会を下記の日程にて開催することになりました。 

つきましては、大変ご多忙な時期とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席下さいますよ 

うご案内申し上げます。                              謹白 

記 

    ※ 日  時 ： 平成 23 年 12 月 11 日（日） 9：00～15：00 

                           （8 時 30 分受付開始） 

    ※ 場  所 ： 福島県立医科大学  講堂 

      

※ ≪第 1 部 第 19 回コントロールサーベイ結果報告≫ 9：20～12：20 

◇報告者（７部門精度管理委員） 

・一般検査部門 ：山田裕輔  ・血液検査部門  ：中村美雪 

・輸血検査部門 ：渡部和也  ・生理検査部門  ：高久田美江 

・血清検査部門 ：木村朊子  ・臨床化学検査部門：菅野千恵美 

・微生物検査部門：大橋一孝               

◇コメンテーター  (社)福島県臨床衛生検査技師会 顧問 今福裕司 准教授 

 

    ※ ≪第 2 部 平成 23 年度学術講演会≫        13：00～14：30 

今や日常用語になった感のある「シーベルト」、誰もが毎日の新聞、テレビなどで目にし、耳に

する言葉になりました。追い立てるように「被曝」「癌」の連呼。しかしそれほど有害なのでし

ょうか？ その恩恵にあずかっている医療側からすると何か不思議な感じさえします。 

 本講演では当地で経験したことを加えながら、日夜計測されているものの本質、特に私たち

との関わりについて考えてみたいと思います。 

 

講 演 『シーベルトの謎』 

              講 師 いわき赤十字血液センター 日本甲状腺外科学会功労会員                               

九里 孝雄  先生 

      

    ※ 生涯教育 ： 基礎-20 点が取得できます。    

    ※ 参 加 費 ： 1,000 円(昼食お弁当代含む)。 

※ 申込方法 ： 参加を希望する方は施設名、会員番号、氏名を別紙申込書にご記入の上、 

恐れ入りますが下記までお送りください。 （FAX でも受付可能です） 

    ※ 申 込 先 ： 〒960-1295 福島市光が丘 1  福島医大附属病院 検査部 佐々木 義和 

                          ℡024-547-1466(直通)  FAX024-547-1477 

       注 ＊ 参加は会員に限ります。必ず会員証を持参してください。 

＊ 申込締切日：平成 23年 11 月 25 日（金）必着でお願いします。 

＊ 第 19 回精度管理調査報告書は受付にて 1,000 円/冊で販売いたします。 

＊ 敷地内は全面禁煙です。ご協力お願いします。 


